H30（　04黒条　）放課後子ども教室の活動報告   　　　　　　 
	平成３０年度の○成果と●課題
	平成３１年度へ向けた方策

	１　子どもたちの育ちの状況
お茶教室は、1年間の積み重ねにより静かに待つ事が出来る様になって来たと思います。又イベントに参加する事も目標としています
横柄な子、騒がしい子もまだまだいます。
保護者の関心が薄いのか、保護者からのお休みの連絡はほとんど無く、忘れ物が多くなって来た。
	
→継続

→都度、指導していきたい。
→保護者にも協力を仰ぎたい。

	２　活動の内容・仕方・講師の声
一生懸命に取り組んでいる子にちょっかいを出す子がいるので、どうしたらいいのか？
騒がしい子、話を聞かない子など、都度注意をするが、「言うことを聞かなく疲れる」と講師・サポーターから言われる事がある。

	
都度、指導していきたいが、他の子の迷惑になるので悩んでいる。


	３　関係機関との連携
（１）地　域
地区内の方々にもサポーターをして頂いています。


（２）児童館・児童クラブ
クラブ利用の子どものまとめ、一時利用の子どもの預かりなど多々協力を頂いている。

（３）学　校
申込書の配布など協力を頂いている。

（４）その他の機関


	

→継続したい。



→継続したい。



→継続したい。


	４　その他（参加募集や広報の仕方など工夫したこと）
講師・サポーターの高齢化等により辞めたいとの声もあるので、又
新しい教室を考えたいと思います。
プログラミング教室は多数のサポーターの先生にボランティアとし
[bookmark: _GoBack]て協力を頂いている。

	

→継続したい。


＊来年度に向けた方策がありましたら、書ける範囲で記述をお願いします。
